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世界的な脱炭素化への取り組みは、自動車だけでなく、すべ
てのモビリティーに電動化への対応を求めています。2輪車で
もハーレーダビッドソンが電動ブランド「LiveWire」を創設し、
「LiveWire ONE」を市場投入するなど電動化への動きが加速
しています。本レポートでは電動バイクとして「LiveWire ONE」
と、先行する中国で製造されている普及価格帯の電動バイク
「Super Soco」を分析・調査しました。また、スクータータイプ
としてBMWの電動スクーター「CE04」の主要部品を特別編と
して収録しています。このほか、次世代モビリティーとして市
場が拡大している電動キックボードに注目し、S e g w a y -

Ninebotの「D-air」についても徹底分析しています。各製品の
パワートレーン、シャシー、車体、電装品、ECU、外装（ＢＭＷを
除く）などに関して、構造や接続から、素材、サプライヤーなど
のデータを掲載し、多数の画像を交えて解説します。

「稼ぐ新規事業を創ってほしい」「今後どの技術に投資すべき
か進言を」。企業の経営企画やR&D企画の担当者は経営者
から発破をかけられています。先行きが不透明な中で生き
残っていくには、有望なテクノロジーを探し、選び、育て、保持
しなければなりません。探索に当たっては既存の事業や属す
る業種にこだわらず、多様な技術シーズに目配りすることが必
要です。すべてが成功するわけでは当然ありませんが、芽を出
しつつある技術は「未来の姿」を映し出す鏡の役割を果たす
からです。『未来技術2023-2032 全産業編』はビジネスの将
来を左右する新興技術（クリティカル＆エマージング・テクノ
ロジー）100件超を、世界の産・官・学の研究の中から専門家
の目で探し出した技術予測レポートです。活用される市場の
広さを表す「汎用性」、まもなく使えるのか研究段階が続くの
かを示す「成熟度」、経済安全保障の論点であるデュアル
ユースの可能性を含めた「機微度」の3軸で技術を独自評価
し、今後10年間のインパクトを分析、提示します。

2輪車でも始まる
電動化の波。
世界の動向と設計思想が
明らかに。

ビジネスや社会の将来を
左右する「新興技術」を
見つけ出し、独自に評価。
主要産業へのインパクトを展望。
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